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一
　
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属

中
・
高
等
学
校
と
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

わ
が
国
の
教
育
現
場
で
は
現
在
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
一
方
通
行
型
の
授
業
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、い
わ
ゆ
る「
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
強
い
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
「
課
題
の

発
見
・
解
決
に
向
け
た
主
体
的
・
協
働
的

な
学
び
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た

授
業
は
、
大
学
の
み
な
ら
ず
中
学
校
や
高

等
学
校
で
も
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

も
っ
と
も
、
筆
者
が
勤
務
す
る
名
古
屋

大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高
等
学
校
（
以

下
、「
名
大
附
属
中
高
」
と
す
る
）
で
は
、

文
部
科
学
省
の
「
研
究
開
発
学
校
制
度
」

に
取
り
組
む
な
か
で
「
総
合
人
間
科
」
の

授
業
を
開
発
し
、
全
国
的
に
も
早
期
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
授
業
に
取
り
入

れ
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
実
践
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
授
業
を
担
当
す
る
立

場
か
ら
み
て
も
、
生
徒
た
ち
が
積
極
的
に

発
言
し
あ
う
こ
と
で
相
互
に
多
様
な
意
見

や
考
え
を
知
り
、
学
び
取
っ
て
い
く
過
程

に
は
高
い
学
習
効
果
が
期
待
で
き
る
と
実

感
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
は
東
京
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
の
藤
村
宣

之
先
生
（
元
・
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育

発
達
科
学
研
究
科
准
教
授
）
の
指
導
の
下
、

協
同
的
探
究
学
習
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

協
同
的
探
究
学
習
で
は
、
他
者
と
協
同
し

な
が
ら
問
題
解
決
に
向
か
う
こ
と
が
で
き

る
力
を
「
わ
か
る
力
」
と
定
義
し
、
こ
の

向
上
を
め
ざ
し
て
中
学
校
の
全
教
科
で
の

導
入
も
進
め
て
き
た
。
二
〇
一
〇
年
度
以

降
は
、
高
等
学
校
の
授
業
に
も
取
り
入
れ

て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
社
会
科
教
育
を
担

当
し
て
き
た
立
場
か
ら
、
名
大
附
属
中
高

に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実

践
に
焦
点
を
当
て
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
、
お
よ
び
今
後
の
課
題
と
展
望
を
明
ら

か
に
す
る
。
そ
の
際
、
具
体
的
な
実
践
例

と
し
て
、「
総
合
人
間
科
」
の
授
業
と
モ

ン
ゴ
ル
で
の
研
修
の
ふ
た
つ
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
現
在
の
名
大
附
属
中
高
は

一
九
五
二
年
四
月
に
開
校
し
、
名
古
屋
市

千
種
区
の
名
古
屋
大
学
東
山
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
位
置
す
る
、
国
立
大
学
附
属
で
唯
一

の
併
設
型
中
高
一
貫
校
で
あ
る
。
中
学
校

は
二
ク
ラ
ス
、
高
等
学
校
は
三
ク
ラ
ス
で

構
成
さ
れ
、
全
校
生
徒
は
約
六
〇
〇
名
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
は
文
部
科
学
省
か
ら

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
）
お
よ
び
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受

け
、
国
内
外
で
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
つ
と
め
て
い
る
。

二
　「
総
合
人
間
科
」
に
お
け
る

　
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践

名
大
附
属
中
高
で
は
、
上
記
の
と
お
り

二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
て
き
た
。
そ
の
具

体
的
な
か
た
ち
の
ひ
と
つ
に
、
全
国
に
先

駆
け
て
設
け
た
「
総
合
人
間
科
」
の
授
業

が
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
総
合
学
習
と
し

て
、
中
学
校
と
高
等
学
校
の
双
方
で
実
施

し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
未
来
を

探
り
な
が
ら
自
立
で
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
め
ざ
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
中
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
、

調
査
報
告

　
社
会
科
教
育
に
お
け
る

　
　
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
課
題
と
展
望

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
・
高
等
学
校
　
副
校
長
　
山
田
　
孝
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一
年
生
で
「
生
き
方
を
探
る
」、
二
年
生

で
「
生
命
と
環
境
」、
三
年
生
で
「
国
際

理
解
と
平
和
」
と
学
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
き
た
。
高
等
学
校
で
の
研
究
に

つ
な
が
る
仮
説
検
証
型
の
思
考
鍛
錬
を
め

ざ
し
、
調
べ
学
習
を
中
心
に
個
人
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
で
研
究
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、

高
等
学
校
で
は
地
球
規
模
の
課
題
に
対
応

し
て
六
つ
の
研
究
領
域
（
生
命
、
自
然
と

環
境
、
心
、
人
権
と
共
生
、
平
和
、
文
化
）

を
設
定
し
、
中
学
校
と
同
様
に
仮
説
検
証

型
の
ス
タ
イ
ル
で
個
人
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
年
間
の
「
総
合
人
間
科
」
の
授
業
で

は
、
生
徒
た
ち
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
研
究
概
要

を
組
み
立
て
、
教
員
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
現
地
調
査
や
専
門
家
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す
る
。
最
終
的
に
は
、

各
学
年
で
発
表
会
を
開
催
し
、
中
学
生
は

模
造
紙
を
、
高
校
生
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
用
い
な
が
ら
、
各
学
年
と
も
一
年
間
の

成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
三
年
生
に
関
し
て
は
、「
総

合
人
間
科
」
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
の
人
生
の
あ
ゆ
み
や
将
来

の
夢
を
交
え
な
が
ら
、
各
自
の
総
合
人
間

科
を
通
じ
た
研
究
成
果
を
公
表
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
総
合
人
間
科
」
に
関
し

て
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
採
り

入
れ
、
か
つ
仮
説
検
証
型
の
思
考
鍛
錬
を

意
識
し
な
が
ら
総
合
学
習
を
行
な
っ
て
い

る
点
に
、
大
き
な
特
徴
を
見
出
せ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
現
在
で
こ
そ
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
型
の
総
合
学
習
を
実
施
す
る

中
学
校
や
高
等
学
校
は
増
え
て
い
る
が
、

そ
れ
に
加
え
て
仮
説
検
証
型
の
思
考
鍛
錬

に
取
り
組
む
ケ
ー
ス
は
決
し
て
多
く
な
い
。

こ
う
し
た
思
考
鍛
錬
は
、「
総
合
人
間
科
」

の
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
未
来
を

探
り
な
が
ら
自
立
で
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
」
と
い
う
ね
ら
い
を
反
映
し
て
い
る
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

三
　
モ
ン
ゴ
ル
研
修
に
お
け
る

　
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践

モ
ン
ゴ
ル
研
修
は
名
大
附
属
高
校
で

二
〇
一
二
年
か
ら
始
ま
り
、
す
で
に
五

年
ほ
ど
が
経
過
し
た
。
元
々
の
契
機
は
、

二
〇
一
一
年
に
前
・
名
古
屋
大
学
総
長
の

濱
口
道
成
先
生
が
、
名
古
屋
大
学
と
モ
ン

ゴ
ル
科
学
技
術
大
学
に
よ
る
「
モ
ン
ゴ
ル

国
に
お
け
る
地
質
構
造
・
鉱
床
成
因
・
自

然
環
境
解
析
・
人
材
育
成
及
び
地
質
情
報

の
基
盤
整
備
の
た
め
に
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル

間
の
包
括
的
な
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協

力
協
定
」
の
締
結
の
際
に
、
新
モ
ン
ゴ
ル

高
校
を
訪
問
し
た
こ
と
に
遡
る
。
こ
の
時

に
名
大
附
属
中
高
と
の
交
流
が
話
題
と
な

り
、
そ
の
後
は
国
際
法
制
セ
ン
タ
ー
の
協

力
の
も
と
、
附
属
高
校
と
新
モ
ン
ゴ
ル
高

校
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
新

モ
ン
ゴ
ル
高
校
は
、
モ
ン
ゴ
ル
で
も
珍
し

い
日
本
式
の
教
育
を
取
り
入
れ
た
私
立
高

校
で
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
開
校
し
て

い
る
。
現
在
は
モ
ン
ゴ
ル
で
も
有
数
の
進

学
校
と
し
て
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
か
ら
は
、
毎
年
七
月
中
旬

に
一
〇
日
間
ほ
ど
、
新
モ
ン
ゴ
ル
高
校
の

生
徒
を
受
け
入
れ
、
名
大
附
属
高
校
の
生

徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
る
試
み
が

始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
に

は
、
新
モ
ン
ゴ
ル
高
校
と
姉
妹
校
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
こ
の
姉
妹
校
協
定
に
よ

り
、
二
〇
一
五
年
か
ら
は
新
モ
ン
ゴ
ル
高

校
の
教
員
が
名
大
附
属
高
校
で
３
か
月
間

の
研
修
を
行
な
う
取
り
組
み
も
開
始
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
は
名
大
附
属
高
校
が

受
け
入
れ
を
担
当
す
る
か
た
ち
で
、
両
校

の
交
流
が
年
々
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

姉
妹
校
協
定
を
締
結
し
て
以
降
は
、
名
大

附
属
高
校
の
生
徒
が
新
モ
ン
ゴ
ル
高
校
の

生
徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
試
み
も
始

ま
り
、
双
方
向
の
交
流
へ
と
発
展
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
研
修
で
は
毎
年
一
〇
人
ほ
ど

が
行
き
来
し
、
参
加
す
る
生
徒
は
高
校
一

年
生
か
二
年
生
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
研

修
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
ら
に
対
す
る
事
前

学
習
を
重
視
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

元
・
名
古
屋
大
学
博
物
館
長
の
足
立
守
先

生
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
国
の
自
然
や
地
質
に

つ
い
て
解
説
、
元
・
モ
ン
ゴ
ル
日
本
大
使
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館
大
使
の
城
所
卓
雄
先
生
に
よ
る
文
化
等

の
解
説
、
新
モ
ン
ゴ
ル
高
校
か
ら
研
修
に

来
た
教
員
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
講
座
の
開

催
、
テ
レ
ビ
会
議
に
よ
る
新
モ
ン
ゴ
ル
高

校
の
生
徒
と
の
事
前
交
流
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
事
前
学
習
を
通
じ
て
十
分
な

準
備
を
重
ね
た
う
え
で
、
生
徒
た
ち
は
現

地
に
赴
く
こ
と
に
な
る
。

旅
程
に
関
し
て
は
、
年
度
に
よ
っ
て
異

な
る
も
の
の
、
七
月
下
旬
か
ら
の
一
〇
日

程
度
の
滞
在
が
基
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

半
数
の
日
程
は
都
市
部
、
残
り
半
数
の
日

程
は
農
村
部
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
滞

在
期
間
中
に
は
、
双
方
の
生
徒
た
ち
が
自

国
の
文
化
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し

合
っ
て
意
見
交
換
す
る
、
あ
る
い
は
共
同

で
河
川
清
掃
に
取
り
組
む
、
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
で
交
流
を
行
な
う
。

こ
の
モ
ン
ゴ
ル
研
修
の
特
徴
は
、
毎
年

設
定
す
る
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
両
校

の
生
徒
た
ち
が
協
力
し
て
調
査
研
究
に
取

り
組
む
点
に
あ
る
。
現
在
は
「
モ
ン
ゴ
ル

の
環
境
問
題
改
善
」
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
大
気
の
汚
染
や

河
川
の
水
質
汚
濁
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集

を
行
な
い
、
両
国
の
比
較
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
研
究
を
進

め
る
う
え
で
は
、
当
然
な
が
ら
両
国
に
お

け
る
環
境
問
題
に
関
す
る
丹
念
な
現
状
把

握
や
課
題
整
理
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
モ
ン
ゴ
ル
研
修
に
参
加
す
る
生
徒
た

ち
は
、
自
国
の
環
境
問
題
の
最
新
動
向
や

公
害
の
歴
史
的
経
緯
を
整
理
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
の
う

え
で
、
上
記
の
テ
レ
ビ
会
議
に
お
け
る
環

境
問
題
の
意
見
交
換
、
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル

国
内
で
の
現
地
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
の
内
容
か
ら
も
分
か
る
と
お

り
、
名
大
附
属
高
校
の
モ
ン
ゴ
ル
研
修
は
、

単
な
る
海
外
で
の
語
学
研
修
と
い
う
性
格

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル

の
両
国
に
お
け
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
生

徒
た
ち
が
主
体
的
に
学
び
、
解
決
策
を
検

討
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生

徒
た
ち
は
帰
国
後
に
現
地
調
査
の
結
果
を

と
り
ま
と
め
、
毎
年
九
月
の
光
粒
祭
（
学

校
祭
）
の
場
で
ゲ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧

民
の
移
動
式
住
居
）
を
建
て
、
そ
の
な
か

で
成
果
報
告
も
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
一
連
の
動
向
か
ら
は
、
モ
ン
ゴ
ル
研

修
も
ま
た
、
名
大
附
属
高
校
に
お
け
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
ひ
と
つ
の
か
た

ち
と
い
え
よ
う
。

四
　
実
践
に
お
け
る
課
題
と
展
望

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
名
大
附
属
中
高

に
お
け
る
「
総
合
人
間
科
」
や
モ
ン
ゴ
ル

研
修
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実

践
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ら
ふ
た
つ
以
外
に
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
お
よ
び

Ｓ
Ｇ
Ｈ
と
し
て
、
授
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

展
開
し
て
い
る
。
本
稿
の
ま
と
め
に
か
え

て
、
最
後
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

実
践
に
伴
う
課
題
と
展
望
に
触
れ
て
お
き

た
い
。

こ
の
う
ち
、
課
題
に
関
し
て
は
、
と
り

わ
け
モ
ン
ゴ
ル
研
修
に
お
い
て
名
大
附
属

高
校
の
側
か
ら
新
モ
ン
ゴ
ル
高
校
に
研
修

教
員
を
送
り
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
点

が
あ
げ
ら
れ
る
。
上
記
の
と
お
り
、
新
モ

ン
ゴ
ル
高
校
か
ら
は
毎
年
二
名
ず
つ
、
研

修
の
か
た
ち
で
名
大
附
属
高
校
が
受
け
入

れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
研
修
に
参
加
す
る

生
徒
は
、
事
前
に
モ
ン
ゴ
ル
語
講
座
を
受

講
す
る
が
、
研
修
受
入
期
間
中
の
新
モ

ン
ゴ
ル
高
校
の
教
員
が
講
座
を
担
当
す
る

た
め
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
他

方
で
、
名
大
附
属
高
校
の
教
員
に
関
し
て

は
、
夏
休
み
や
春
休
み
の
期
間
中
で
も
補

習
な
ど
が
あ
る
ゆ
え
に
時
間
確
保
が
困
難

で
、
研
修
に
赴
く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

現
在
の
生
徒
同
士
の
交
流
に
加
え
、
教
員

同
士
の
交
流
を
い
か
に
し
て
推
し
進
め
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

と
も
あ
れ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
採
り
入
れ
な
が
ら
「
総
合
人
間
科
」
や

モ
ン
ゴ
ル
研
修
を
実
施
す
る
な
か
で
、
名

大
付
属
中
高
の
全
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
波
及

効
果
が
生
じ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
総
合
人
間
科
」
で
地
球
規

模
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
学

校
全
体
で
国
際
化
の
機
運
が
高
ま
り
、
国

際
交
流
の
機
会
が
以
前
よ
り
も
増
加
し
て
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い
る
。
具
体
的
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
研
修
へ

の
生
徒
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
外
務
省
の

KA
KEH

A
SH
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
海
外

と
の
交
流
機
会
）
へ
の
生
徒
の
参
加
、
あ

る
い
は
海
外
か
ら
の
視
察
の
受
け
入
れ
な

ど
が
あ
る
。
な
か
に
は
、
一
連
の
取
り
組

み
か
ら
影
響
を
受
け
、
一
年
ほ
ど
高
校
を

休
学
し
て
世
界
各
国
を
旅
し
て
回
り
、
将

来
は
国
際
協
力
の
舞
台
で
の
活
躍
を
望
む

生
徒
も
登
場
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
課
題
を

抱
え
て
い
る
も
の
の
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
る
波
及
効
果
は
大
き
い
。
こ

れ
ま
で
の
蓄
積
を
基
盤
に
し
、
い
っ
そ
う

の
発
展
・
深
化
を
め
ざ
し
て
、
今
後
も
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。


